
（計画名称）道路交通の安全と円滑化及び沿道の環境改善による
魅力ある市街地の形成

社会資本総合整備計画 事後評価調書

計画概要

◆計画期間

平成２３年～平成２７年（５年間）

◆計画の目標

鉄道駅周辺等の都市機能が集積したエリアなどにおいて、道路交通の安全と円滑化に資
する道路整備等を実施することにより、災害に強く、地域住民が安心して安全に生活でき、
賑わいと活力ある「道路を活かした都市空間」を創出する。これにより、道路交通の安全と円
滑化及び沿道の環境改善を図り、集約型都市構造の核となる魅力ある市街地の形成を実
現する。

◆計画の成果目標（定量的指標）

指標：土地区画整理事業施行中の拠点的市街地における街なか居住人口の伸び率を
９．５％に拡大

（H２７居住人口 － H２３居住人口） / H２３居住人口 × １００ ［％］



評価内容

◆交付対象事業の進捗状況

交付対象事業 事業費※ 事業の実施状況 進捗率※

Ａ 道路事業（街路）
（土地区画整理事業地区内）

９，７４９百万円
土地区画整理事業２１地区のうち
完了８地区、事業中１２地区、未着手１地区

８５％

Ｂ 関連社会資本整備事業

Ｃ 効果促進事業 ２０百万円
区画整理事業調査１地区のうち
完了１地区

７８％

合 計 ９,７６９百万円 ８５％

※事業費は実績額
※進捗率（％）は各事業の計画に対する実施割合【事業費ベース】

◆事業効果の発現状況、目標値の達成状況

Ⅰ定量的指標に関連する交付対象事業の効果の発現状況（別紙１、２）

土地区画整理事業地区における都市計画道路が計画どおり順調に整備され、対象事業２１地区の内
８地区において計画どおり事業完了することができ、保留地が想定以上に処分されたことから、街なか居住
人口が増加し、目標を上回って達成した。



Ⅱ定量的指標の達成状況

指標（土地区画整理事業実施中の拠点的市街地における街なか居住人口の伸び率）

当初現況値 ２．８％

目標値と実績
値に差が出た
要因

平成２５年度までにおいて、リーマンショックによる景
気の落ち込みからの回復、消費増税による駆け込み
需要などにより大幅に保留地処分が進捗した。
平成２６年度以降においても順調に保留地処分が進

捗し、計画期間において大幅に目標値を上回った。

最終目標値 ９．５％

最終実績値 ２３．８％

◆今後の方針

愛知県の人口は、２０２０年頃ピークを迎えることが想定されており、その後、減少に転じ高齢化が急激
に進行します。拡散した市街地では人口の低密度化が進み、生活サービス機能の維持が困難になると
ともに、地域の活力が失われることが懸念されます。
こうした中、県土全体の魅力と活力のある持続可能な集約型まちづくりを進めるため、主要駅周辺の中

心市街地などに都市機能を集積するとともに、まちなか居住を図り都市の再構築をすることが重要であり、
合せて、これらの集約型都市が道路・公共交通などの交通軸で結ばれた多核連携型のネットワーク形成
を図っていく必要があります。
地域住民が安心して安全に生活でき、賑わいと活力ある「道路を生かした都市空間」を創出することに

より、道路交通の安全と円滑化及び沿道の環境改善を図り、集約型都市構造の核となる魅力ある市街地
を形成するため、引き続き、事業中の１２地区及び未着手の１地区において、都市計画道路整備の進捗
を計り、保留地処分を促進させ、更なる街なか居住人口の増加に努めます。



◆事後評価の実施体制、実施時期

事後評価の実施体制 策定主体にて評価を実施

事後評価の実施時期 平成２９年３月

公表の方法 愛知県建設部都市整備課のWEBページ掲載



参考図面



事業効果の発現状況事例 別紙１

【基幹事業】

■事業名 道路事業（土地区画整理事業地区内）

■事業概要 土地区画整理事業地内における

都市計画道路の整備

■事業個所 日進米野木駅前地区（日進市米野木台）

■事業主体 土地区画整理組合

■事業効果 土地区画整理事業施工中の

米野木駅前地区における街なか居住人口が増加した。

日進米野木駅前地区 設計図 日進米野木駅前地区 進捗状況

にっしんこめのきえきまえ にっしんしこめのきだい

こめのきえきまえ



【基幹事業】

■事業名 道路事業（土地区画整理事業地区内）

■事業概要 土地区画整理事業地内における

都市計画道路の整備

■事業個所 豊田浄水地区（豊田市浄水町）

■事業主体 土地区画整理組合

■事業効果 土地区画整理事業施工中の

浄水地区における街なか居住人口が増加した。

豊田浄水地区 設計図 豊田浄水地区 進捗状況

とよたじょうすい

じょうすい

とよたしじょうすいちょう

浄水駅周辺整備状況 都市計画道路整備状況
（（都）3・4・111浄水駅中央通り線）

事業効果の発現状況事例 別紙２


